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　６月２日、住民の生活上の相談に応じ、行政をはじめ適切な支援や
サービスへの「つなぎ役」などの役割を担う「民生委員・児童委員」
に対する特別表彰伝達式が町役場で行われました。特別表彰は、退任
した民生委員・児童委員であり在職期間が 15 年以上ある人が対象で、
今回は元民生委員・児童委員の長谷川スミヱさん（森野）が受賞しま
した。式では薄町長から表彰状と記念品が贈られ、長谷川スミヱさ
んが「研修会などの活動が楽しみで、15 年はあっという間に過ぎた。
これからも楽しみながら活動を続けたい」と謝辞を述べました。

民生委員・児童委員の功績を称える

　生労働大臣特別表彰伝達式厚

街道を来訪した証に「御宿場印プロジェクト」

　宿場印めぐり紹介ＤＶＤを寄贈御
　足立成和信用金庫（東京都）が主催する「御宿場印プロジェクト」
の一環として、会津信用金庫と鹿沼相互信用金庫（栃木県）が「会
津西街道 御宿場印めぐり」を企画し、各宿場の販売所にて御宿場
印の販売が開始されています。
　６月５日、会津信用金庫西会津支店の井上正樹支店長が町役場を
訪れ、本プロジェクトを紹介する DVD を薄町長へ手渡しました。

町議会議員として議長などの要職を歴任

　位・叙勲を故清野佐一さんに伝達叙
今年２月に亡くなった元町議会議長の清野佐一さん（下小島）へ

の叙位（従六位）ならびに叙勲（旭日双光章）の伝達式が、６月２
日に町役場で行われました。式には、妻の英子さんと長男の武章さ
んが出席し、はじめに会津地方振興局の本田伸雄局長から勲記と勲
章、位記の伝達が行われた後、薄町長から感謝の言葉が贈られまし
た。
　清野さんは、平成 11 年７月から令和５年２月までの６期 23 年
にわたって町議会議員を務め、在任中には議長などの要職を歴任
し、町政発展のため尽力されました。
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　５月 18 日、令和５年度霊地観光連絡協議会の定例総会が町役場
で開催されました。霊地観光連絡協議会は、会津地方の霊地観光事
業の開発・振興を目的に、会津地域４町と寺社仏閣などの関係団体
により構成されています。本協議会では、会津地方西部に点在する
代表的な寺社仏閣（霊地）を「会津六詣で」と題して、県内外にそ
の魅力を広く発信しています。
　今回の定例総会は、４年ぶりに対面形式で行われ、薄町長をはじ
めとした４町や各団体の代表者が出席し、本年度の事業計画などに
ついて協議しました。

４年ぶりに対面で開催

和５年度霊地観光連絡協議会 定例総会を開催令




